
 
 

 

 役員候補者をお探しの企業の方、スキル別に候補者を探索できます。 

 従来の属人的な候補者選びを打破して、真に自社取締役会に必要な
スキルを有する候補者を探索できる仕組みを構築しました。 

 登録されている候補者は、取締役会メンバーに必要な『役員力』の基礎

を学ぶ BDTI の一日役員研修修了者です。 

 役員として会社に貢献したい方、自身の経験・知識・スキルをアピール

して立候補できます。 

 何よりも大切なのは社長との関係ではなく、役員としてご自身がどのような

能力を発揮していきたいのか、会社にご自身の何を期待してもらいたいの
かということです。 

 ユーザー登録された法人と個人のための出会いの場を BDTIが提供し

ます。 

 BDTI はコーポレート・ガバナンスの向上を目指して研修やセミナーを提供
する日本で唯一の公益法人です。 

 役員バンクにご登録された候補者は、BDTI の一日役員研修を修了し、

『役員力』の基礎を学んだ、役員経験者、外国人、女性、製造業・金融
サービス業出身者、士業など多彩なプロフィールの方々です。 

まずはこちら（↓）から役員バンクにアクセス！ 

https://bdti.or.jp/bdti-director-bank/  

役員候補者をお探しの企業の方、 

BDTI一日役員研修を修了された方、 

無料の『役員バンク』をご利用ください！ 



 
 

 

ご登録の手順 

1. 登録画面から法人も個人も『無料』で登録できます。 

まずは登録サイトにアクセスし、必要事項をご記入の上、送信してください。 

ご登録の承認プロセスには最長約 10 日かかります。承認の連絡メールが来たら下

記ログイン・サイトからご利用可能です。https://directorbank.bdti.or.jp/ 

法人の方はログイン後、役員候補者を検索できます。 

2. 個人の登録情報公開には一日役員研修の受講＆修了が必要です。 

BDTI の一日役員研修（『国際ガバナ

ンス塾』、『English Director Boot 

Camp』、個別企業向け役員研修）で

『役員力』の基礎を学習してください。 

役員研修の詳細は下記をご覧ください。

http://bdti.or.jp/regular-programs/  
 

3. 個人の方は『役員バンク』にご自身の候補者としての略歴を登録してください。 

登録された情報は、一日役員研修課程修了を前提に、第一ステップでは個人を

特定できない範囲のご自身のスキル等の情報のみが登録法人に公開されます。

次の段階で自社のスキルニーズに合った候補者に登録法人がコンタクトします。 
※ 個人ユーザーへのコンタクトには BDTI は一切関与しません。なお候補者を他社に推薦する場合でも、ファーストコ

ンタクトは役員バンクに登録している法人ユーザーが自ら直接行って下さい。 
※ 当サービスは役員への就任・転職を保証するものではありません。 

https://directorbank.bdti.or.jp/
http://bdti.or.jp/regular-programs/


 
 

 

 

 

※ 全上場企業の開示情報を一箇所で検索できる 

※ ガバナンス報告書を PDF または HTML 形式で一発検索できる 

※ ガバナンス報告書を Excel 形式または XBRL で作成できる 

※ 有価証券報告書を Excel 形式で作成できる 

※ 英語版の検索エンジンで日本語資料を自動翻訳する 

（PDF および PDF の URL も可能） 

※ コピー出来ない PDF の内容をテキスト形式で簡単に抽出できる 

 

ガバナンス・開示情報検索エンジン 
企業分析に役立つ財務・非財務情報を複数の情報源から簡単に集められる！ 

 

 ESG投資の時代の非財務情報分析を容易にします。 

 これまで簡単に収集が出来なかったテキスト・データを簡単に抽出できます。 

 CG 報告書などの説明項目を企業別に抽出して比較することができます。 

企業分析のための 

『開示情報検索』無料ツール 

http://bdtigov.org/  

http://bdtigov.org/


 
 

 AIを使って非財務情報の企業間比較の最初のフィルタリングが出来ます。 

 簡単に Excel シート等に落としこんだ企業のテキスト・データを、AI を利用して分

析すれば、大量の非財務情報企業比較一次分析が可能になります。 

 どなたでも、『無料』で、BDTIのツールをすぐにご利用いただけます。 

 BDTI はコーポレート・ガバナンスの向上を目指して研修やセミナーを提供する日
本で唯一の公益法人です。 

 CG 報告書を始めとする企業の非財務開示情報を分析、企業比較することで

投資家と企業のエンゲージメントの内容が深まります。 

まずはサイト（↓）をご覧ください！ 

http://bdtigov.org/  

 

 

英語版開示情報検索エンジンもあります！ 

英語版 http://bdtigov.com/ 

 

http://bdtigov.org/
http://bdtigov.com/

